
勢
力
に
就
て
考
察
し
、
第
九
篇
は
統
一
蓮
動
の
傾
向
を
述
べ
て
之

を
倒
幕
蓮
動
、
徳
川
慶
喜
の
幕
政
改
革
、
王
政
復
古
派
諸
勢
力
の

漣
絡
、
討
幕
密
勅
降
下
ミ
政
礎
奉
還
、
王
政
復
古
の
五
章
に
分
ち

第
十
篇
及
び
第
十
一
篇
は
明
治
肚
會
の
三
極
的
成
立
及
び
其
の
積

極
的
嚢
蓬
を
説
い
て
前
者
を
徳
川
氏
活
動
、
東
北
諸
藩
の
向
背
及

言
分
、
藩
の
塵
分
、
後
者
を
官
制
改
革
及
五
ケ
條
御
誓
文
、
議
會

制
度
の
登
藩
、
新
盤
勢
力
の
流
れ
の
諸
章
に
分
ち
、
第
十
二
篇
に

は
明
治
初
期
の
澱
會
現
象
を
宗
教
問
題
及
新
制
、
軍
制
及
幣
制
、

諸
階
級
の
鉱
質
、
肚
會
救
濟
問
題
等
の
方
面
よ
り
観
察
し
、
第
＋

一二

淘
宸
ﾉ
は
嘉
・
永
六
年
六
月
よ
り
明
治
旧
四
偏
ヰ
七
月
に
至
る
年
表
謹
か
…
掲

げ
て
あ
る
。
之
を
最
初
よ
り
通
談
す
れ
ば
幕
末
よ
り
明
治
に
至
る

胱
愈
の
動
鑑
推
移
を
根
纏
か
ら
知
悉
す
る
こ
ミ
が
出
來
て
、
維
新

史
の
研
究
省
の
み
な
ら
す
一
般
國
史
に
趣
味
を
有
す
る
入
々
に
ε

つ
て
も
極
め
て
有
盆
な
る
著
蓮
で
あ
る
。
（
菊
版
三
〇
八
頁
、
東
京

雄
山
閣
嚢
行
、
償
二
・
五
〇
）
〔
松
野
〕

⑳
H
本
道
徳
論

清
原
貞
雄
著

先
づ
「
総
論
し
に
於
て
日
本
溢
互
選
の
必
要
を
力
説
し
、
「
本
論
」

“
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
　
介

に
入
り
て
國
家
を
論
じ
、
國
膣
の
意
義
，
・
團
誰
の
研
究
、
翻
罷
擬

念
の
攣
遷
を
読
明
し
，
日
本
道
徳
の
嘆
素
を
解
剖
し
、
轄
じ
て
「
忠

義
」
、
「
從
順
の
徳
－
、
）
犠
性
的
精
紳
」
「
武
士
道
の
獲
達
ε
其
道
徳
的

観
察
」
「
煙
道
こ
國
民
報
論
」
に
就
て
詳
細
に
論
及
し
た
も
の
で
八

章
二
十
七
節
よ
り
成
り
，
索
引
十
八
頁
を
添
へ
た
菊
版
五
三
八
頁

の
大
著
で
あ
る
。
從
來
撒
多
く
出
た
國
民
道
徳
に
画
す
る
著
書
が

殆
ん
さ
哲
絹
綾
又
は
法
律
墨
者
の
手
に
依
り
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
國
民
道
徳
學
は
國
民
の
過
去
の
生
活
ー
ー
愚
民
が
古
來

有
っ
て
居
っ
た
所
の
道
徳
思
想
、
そ
れ
ミ
外
來
要
素
ミ
の
關
係
、

國
民
の
實
擁
し
て
來
た
所
の
道
徳
ー
ー
を
充
分
に
關
明
し
て
後
に

始
め
て
樹
立
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
歴
史
家
の
手
に

よ
り
て
研
究
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
，
叉
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
眞

個
の
意
味
が
解
ら
な
い
筈
で
あ
り
，
從
っ
て
其
の
王
事
に
關
す
る

不
図
を
正
當
に
一
理
す
る
事
が
出
漁
な
い
く
」
言
ふ
著
者
の
主
張
か

ら
、
本
書
は
公
刊
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者
の
言
は
た
し

か
に
「
理
は
あ
る
。
而
し
て
本
書
の
勝
れ
た
所
以
亦
其
所
に
存
す

る
の
で
あ
っ
て
、
吾
人
の
親
先
が
實
下
し
た
跡
を
研
究
の
鋤
象
噛
こ

し
、
其
長
所
忘
短
所
ざ
を
冷
静
に
識
罰
し
、
以
て
入
生
々
活
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
二
五
　
　
（
山
ハ
三
九
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
紹
　
　
　
介

し
て
、
道
徳
の
將
來
が
蕗
常
に
重
大
な
る
意
義
一
こ
責
任
、
こ
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
事
を
論
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
改
造
穀
遜
行
、
定

便
四
、
五
〇
）醗

購
難
銀
器
武
の
生
活

（
上
）

瀧
川
政
次
郎
著

　
本
書
は
三
者
が
槻
た
る
荘
園
内
の
農
民
の
生
活
、
徳
川
時
代
の

村
方
に
於
け
る
農
民
の
生
活
ざ
共
に
纏
っ
た
「
艮
本
農
奥
史
」
ミ
し

て
完
成
せ
ん
ミ
す
る
も
の
、
嚇
部
で
維
誌
『
我
等
』
に
「
王
朝
時
代

に
於
け
る
農
民
の
生
活
」
ミ
題
し
て
穫
表
さ
れ
た
論
文
に
班
田
法

の
起
源
及
ぶ
一
刀
，
斑
田
法
の
内
容
、
の
二
節
を
新
に
壌
補
し
て

全
騰
の
統
鱒
を
計
り
且
つ
随
所
に
修
正
を
施
し
て
三
目
を
…
新
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
緒
論
に
於
て
は
律
令
時
代
（
著
者
は
大
化
前
後
i
i
延
喜
天
麿
）

の
赴
會
階
級
を
構
成
し
た
旧
姓
、
旧
姓
、
白
了
、
難
色
、
家
人
、

奴
碑
の
六
階
級
を
概
論
し
、
本
論
に
於
て
は
前
編
－
こ
し
、
先
づ
土

地
制
度
よ
り
農
民
の
生
活
を
槻
、
ロ
分
田
、
園
地
、
墾
田
、
賃
租

管
種
よ
り
の
牧
入
の
外
に
籍
帳
虚
鶴
に
よ
り
牧
入
塘
加
策
を
設
い

　
　
　
　
　
　
　
　
麓
ぜ
四
號
　
　
　
一
三
山
ハ
　
（
六
四
〇
）

て
居
る
が
、
就
巾
，
大
化
改
断
が
圓
滑
に
行
は
れ
た
の
は
大
化
以

前
に
於
け
る
土
地
私
有
の
弊
害
に
苦
ん
だ
事
ε
、
大
化
新
政
膀
の

勢
力
が
明
治
新
政
府
の
勢
力
の
や
う
に
強
大
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
噂
、
い
雷
ひ
、
支
那
の
均
田
法
が
経
濟
政
策
的
精
瀞
に
基
い
た
も
の

で
あ
る
に
反
し
、
我
國
の
班
田
法
は
熱
量
政
策
的
精
紳
が
濃
厚
で

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
古
に
斑
田
に
類
す
る
償
行
あ
り
嶋
、
」
す
る

假
設
を
持
ち
回
す
必
要
な
し
く
」
言
っ
て
、
故
内
田
樽
士
の
詮
に
反
・

封
し
た
の
は
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
る
。
三
章
に
於
て
は
融
通
制
度

備
荒
貯
蓄
制
度
よ
り
農
民
の
生
活
を
見
る
た
め
に
、
出
畢
米
や
義

倉
、
常
項
倉
や
質
制
度
三
三
此
度
等
の
各
方
面
に
分
ち
て
研
究
し

出
回
米
の
弊
害
を
力
説
し
，
こ
れ
が
班
田
制
敗
頽
ψ
｝
原
國
で
あ

る
ε
明
言
し
て
居
る
。
本
書
は
律
令
旧
式
一
1
法
制
よ
り
見
た
る

農
民
生
活
の
叙
蓮
は
勿
論
、
更
に
瀧
ん
で
三
時
の
古
文
書
等
に
現

は
れ
た
る
三
際
上
の
農
民
生
活
に
ま
で
も
言
及
せ
ら
れ
て
唐
る
所

が
あ
っ
て
、
我
が
國
祉
旧
史
研
究
の
重
大
な
る
部
分
に
關
與
す
る

所
が
頗
る
大
き
い
。
特
に
詳
細
な
注
詑
の
あ
る
事
は
ま
た
本
書
の

一
特
色
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
三
〇
〇
頁
，
同
入
鮭
登
行
、
贋
二
、
五

〇
〔
以
上
中
村
〕


